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研究成果の概要（和文）： 我が国の災害支援の専門機関である日本赤十字社（以下日赤）の災害時における心理社会
的支援活動に着目し、その効果的な活動のための教育訓練プログラムを検討した。
 教育プログラムには、遺族対応や中長期的支援が盛り込まれる必要があり、実施訓練も重要であることが支援活動に
当たった日赤職員から指摘された。東日本大震災のような広域災害では、後方支援体制とニーズとのマッチング、中長
期的支援体制が求められる。しかし、全国組織であり、我が国の災害支援の専門機関である日赤も財政、マンパワーに
限界があり、ボランティアや他支援団体との協力体制が重要であることが東日本大震災の支援活動から明らかとなった
。

研究成果の概要（英文）： The education and training program for effective support activities was examined 
to focus on Japan Red Cross Society that is our nation specialized organization for disaster relief activi
ties.
 It is clear and indicated by JRCS staff on support activities the necessity for educational program to in
clude knowledge of bereavement and middle-and-long term support, especially hands-on training. It was also
 revealed the importance of cooperation system with volunteers and other support organizations because of 
the limitation of manpower and limitation of financial situation of JRCS even though logistics and adminis
tration support, matching between support and necessity and preparation of system for middle-and-long term
 support will be more important in wide area disaster. 
 Exploring and expanding support method toward to individual and group support was next issues.
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１．研究開始当初の背景 
 災害支援で、「こころのケア」の重要性が
知られ、我が国の災害支援専門機関である
日本赤十字社（以下日赤）は、国際的にも
先駆的に組織的な「こころのケア」教育を
2003 年から継続して行なってきた。国際連
盟(以下 UN)は災害時における精神保健と
心理社会的支援をますます重視し、各国へ
指針としてガイドラインを示すようになっ
た。しかし、災害支援における「こころの
ケア」活動については、日赤でも未だ十分
な理解と活用が図られ、普及されていると
は言えない実態がある。これは日赤の問題
というよりも「こころのケア」を標榜する
活動が持つ、固有の課題があるのではない
かと考えられた。 
２．研究の目的 
 一般に、新しい概念や技術の普及と活用
には、教育プログラムと教育方法、また訓
練方法が重要となる。本研究では、日赤が
「こころのケア」教育の普及を図るために
行って来た教育手法や日赤が採用した「こ
ころのケア」としての基本理念や活動内容
に焦点を当てながら、実際の災害支援活動
と教育プログラムの適合性、「こころのケア
概念」の特性を問い、より実際的かつ効果
的な教育プログラムを提案することを目的
に計画された。 
３．研究の方法 
 当初、「こころのケア」教育を受けた日赤
の要員にアンケートを実施することを中心
に研究を進めていく予定であった。しかし、
2011 年３月に東日本大震災が発災、そして
本研究課題の採択も再採択であったため、
2011 年 11 月から開始された。研究計画及
び研究方法を大幅に改変し、初年度は研究
分担者の増員を図り、研究方法としても日
赤が東日本大震災で行ったこころのケア活
動を支援しつつ、調査を行って実際例の収
拾を図ることから始めた。その上で、ここ
ろのケア活動に携わった日赤の要員にアン
ケート調査を実施した。さらに日赤がプロ
グラムを改訂したこころのケア要員養成研
修や日赤の仮設住宅支援、中長期的支援の
調査、外部からの被災地での支援活動とそ
の検証を行い、教育プログラムの有効性と
課題の検証を行なう。 
４．研究成果 
(1)東日本大震災での日赤支援活動事例から 
① 支援者支援体制 

 津波被害に見舞われた石巻市にある石
巻赤十字病院は、管内で唯一稼働可能な
病院となり、拠点病院として、日赤救護
班や自衛隊、様々な医療福祉保健チーム
の受け入れと活動の調整を行うこととな
った。衣食住や安否確認も十分でない中
で、発災当初から石巻赤十字病院の職員
は日頃の訓練に基づく支援活動の展開を
図っていった。日赤はこころのケアセン
ターを立ち上げ、黒タッグ(ご遺体ご遺族

対応)エリアの担当者交代制を導入、さら
に石巻赤十字病院職員を対象とするリフ
レッシュルームを開設し、支援者支援を
図った。そこは派遣された日赤こころの
ケア要員の石巻赤十字病院における主た
る活動場所となるとともに、利用率も高
く、実際的かつ効果的な活動となった。 
 釜石市でも、職員のストレス緩和を目
的に釜石市役所の一角にリラックスルー
ムを設置した。しかし、自発的な積極的
な利用はなく、利用してもらうために、
職位の高い職員から健康管理目的に利用
するよう促しが必要であった。すると利
用した職員は次々と職位の下のものに利
用を促すのであった。 
 支援者、特に自治体職員、は自らのリ
フレッシュやリラックスを顧慮し、求め
ることも少なく、外部の支援者は、利用
しやすい促しの工夫が求められることが
明らかとなった。 

② 心理社会身体的支援 
 日赤のこころのケアは Psychological 
First Aid(PFA)と言われる被侵襲的かつ
被災者に寄り添う支援を基本とする。し
かし、寄り添うということだけでは、日
赤といえども関わりを持つことは難しい。
そこで日赤のこころのケア要員の多くは
看護師なので、血圧計を持って、「血圧図
りましょうか？」と尋ね自然な関わりを
行うのであった。さらに東日本大震災で
日赤のこころのケア要員は、ハンドケア、
肩もみ、足浴、ホットアイマスク、アロ
マ、筋弛緩法などで被災者のストレス緩
和に努め、被災者にも好評であった。 
 このようなアプローチは従来の心理社
会的支援(Psycho Social Support:PSS)、
という枠組みだけでなく、心理社会身体
的 支 援 (Psycho Social Physical 
Support:PSPS)とでも呼ぶような国際的
にも新しい支援方法の枠組みを提供する
ものであり、積極的に公表されるべきも
のと捉えられた。 

③ 広域災害の支援体制 
 東日本大震災は、こころのケア教育が
日赤に導入された 2003 年以来、初めて迎
える大規模災害であり、広範囲な地域に
同時に支援活動を展開せざるを得なくな
った広域災害であった。こころのケア活
動においても日赤は岩手県と宮城県にこ
ころのケアセンターを置いた。岩手県で
は、内陸部の岩手県支部、宮城県では被
災沿岸部の石巻赤十字病院、という二つ
のタイプのセンターを運営したのである。 
 宮城県のこころのケアセンターでは発
災直後から石巻日赤の職員が GM となり
全国から集結するこころのケア要員や
様々な関係者や機関との調整を円滑に図
ることができた。しかし、被災沿岸部の
活動と宮城県支部、他県支部、本社との
連絡調整が早期には特に困難で、後に再



調整が必要になった。一方、支部にセン
ターを置いた岩手県では、支部と本社あ
るいは、救護班を派遣している他県支部、
本社との連絡調整は円滑であった。しか
し、被災地で切れ目のない支援を行うた
めの、機動力の確保、支援者間の引き
継ぎ、他機関との連携が課題となった。 
 必要な支援を切れ目のなく、広範囲
に多くの機関が円滑に実施するために
は、情報収集および支援者間の引き継
ぎ方法の改善、支援コーディネイター
の育成、発災直後混乱期の暫定的指揮
命令系統の整備、他機関との共通認識
の形成と共同訓練が求められると考え
られた。 

④ 新たな災害ストレス概念—組織ストレス 
 災害は一般に、被災地の時々刻々と変
化するニーズに即応した支援を展開する
ことが課題となる。広域災害では、支援
活動を円滑に展開するために支援者間の
引き継ぎ、災害現場と後方支援、日赤で
言えば、支援者と支部、本社のコーディ
ネイション、指揮命令系統等の整備、そ
して他機関との共同が課題となる。さら
に日赤の支援も自治体や行政府との調整
が必要になり、あるいは NPO などの民間
支援組織との調整も必要となる。これら
支援活動に伴う支援組織上の課題は、す
なわち、現場で支援に当たる支援者にと
ってストレスになるとともに、被災者に
とっても支援の円滑な提供に関わる大き
なストレス要因となりえる。 
 災害に関わるストレス要因に「組織ス
トレス」とでも呼ぶことが相応しいスト
レスに被災者も支援者も見舞われること
を本研究として指摘した。通常の指揮命
令系統から緊急時の指揮命令系統の円滑
な切り替えだけでなく、予算の執行と完
了手続きまでも含んだ、緊急体制造が広
域災害においては必要となる。 
 

⑤ 他機関との連携 臨床心理士会 
 日赤は、全国の病院施設職員を救護班
とし、奉仕団、ボランティアなど幅広い
人員体制を有し、組織内の救護班員にこ
ころのケア研修を実施することで、災害
時におけるこころのケア活動を展開して
来た。しかし、東日本大震災において日
赤は心理学専門団体である日本臨床心理
士会を日赤ボランティアとして迎え、共
同支援体制の下で他団体としての臨床心
理士と日赤のこころのケア要員が共同し
て被災地で活動することになった。 
 日赤のこころのケア要員のほとんどは
看護師であり、相補的な関係によって円
滑な支援につながった。また日赤は臨床
心理士に機動力と活動の場を提供する役
割を担い、臨床心理士は被災者に職能を
発揮したのである。今後、日赤は心理学
専門団体との教育研修が課題となる。 

⑥ こころのケアの用語と概念について 
 東日本大震災では、日赤だけでなく、
保健行政としても、NPO 団体も「こころ
のケア」に関わる支援活動を展開した。
しかし、「こころのケア」という用語は精
神医療や保健を表す場合と心理社会的支
援を表す場合があるなど、団体間でニュ
アンスが異なって使用され、団体間で災
害現場での活動に、差異が生まれたり、
混乱を来すこともあった。 
 日赤のこころのケア要員が、避難所で
受け入れ拒否に合うことはなかったが、
日赤は「こころのケア要員です」という
自己紹介はせず「日赤です」と自己紹介
するのだが、行政の精神保健班は「ここ
ろのケア班です」と紹介するので、「ここ
ろのケアはいらない」と拒否されるので
ある。また、行政のこころのケア班は精
神科医がチームリーダーであるが、日赤
は多くの場合看護師がチームリーダーで、
話が噛み合ないということが生じるので
あった。 
 そのため、「こころのケア」概念の共有
や共同訓練が重要と思われる。 

(2)こころのケア要員へのアンケート調査 
 東日本大震災後に、こころのケア要員とし
て派遣された日赤職員 320 名を対象に、ここ
ろのケア活動の実際と教育研修の在り方に
ついて尋ねるアンケートを実施した。 
 結果から、実際の活動で効果が高いと感
じたのは、「話し相手」になることや「血圧
測定」「健康相談」で、これは日赤のこころ
の要員のほとんどが看護師であり、その専
門性が反映したものと考えられた。その他
に効果の実感が高かったのは「肩もみ」「リ
ラクセーション」「手浴・足浴」だが、活動
頻度は少なかった。さらに「心理相談」「他
機関とのミーティング」も有効と感じてい
た。教育研修では、模擬被災者を使用する研
修に効果を強く感じていたので、多様な支援
内容を含んだ模擬被災者を用いて行う教育
研修が望ましいという結果となった。 
 また、派遣されたこころのケア要員はスト
レスを感じていたが上手に対処しているが、
帰還後のサポート体制が十分でないことも
示された。 
 日赤の教育研修の工夫と帰還後のこころ
のケア要員のサポート体制が必要である。 
(3)改訂プログラムと最適化  
 日赤は 2013 年にこれまでのこころのケア
指導者教育のプログラムを若干変更し、対象
喪失と悲嘆、そして遺族対応を内容に加えた。
また、相対的に、被災者対応およびこころの
ケアの実際での研修時間の延長を行い、東日
本大震災で行われた取り組みから、被災地で
の支援者の一日の流れ、活動内容、時系列か
らみる活動の変遷、帰還後の推奨する過ごし
方などを具体的に紹介するようになった。 
 また、心理社会的支援の教育訓練のアプリ
ケーションの試作と最適化を行った。 



(4)中長期的支援の実際と課題 
 東日本大震災以後に、日赤はこれまで経験
しなかった中長期的支援を展開している。本
研究では岩手県での仮設住宅団地集会所支
援活動を調査した。 
 これによると日赤職員や日赤奉仕団、そし
て岩手県臨床心理士会、ボランティアが協力
し、血圧測定や健康相談、お茶飲みや手作業、
リラクゼーションを基本活動として、時にイ
ベントも実施していた。 
 この日赤の中長期的支援活動には仮設住
宅住人の約 25％が参加したが、男性は参加者
全体の 3％で、圧倒的に女性参加者が多かっ
た。参加者の 90％は役立ち感を覚え、特に血
圧測定、イベント、健康相談、リラクゼーシ
ョンが好評であった。当初参加者は高血圧傾
向を示していたが、２ヶ月後には落ち着き、
体調不良の訴えもなくなっているという事
実もあった。また、互いの声掛けも増えてい
た。一方、震災後 2 年を経ても現状への不満
と将来への不安を述べる人も少なくない。 
しかし、活動場所と対象者も少なく、限られ
た人員での広域支援、支援の持続性が課題で
ある。また、いつ終えるのかも課題となる。 
 さらに、日赤や民間団体、専門家らは被災
地域の子ども達の育成活動を試みており、本
研究として一部主導、一部参加協力を図った。 
(5)日赤ほか支援者への中長期的支援 
 被災者ばかりではなく、支援者に対する中
長期的支援も重要な取り組みとなる。  
 本研究では、災害支援プログラムの開発に
関わって、サイコドラマの災害支援への応用
として日赤や災害後支援活動に携わった人
へのワークショップを実施した。 
 開催場所は、北海道、秋田、岩手、宮城の
日赤病院、日赤支部、沿岸地域で、日赤職員、
スクールカウンセラー、その他が対象であっ
た。サイコドラマのテーマとして震災を取り
上げた訳ではなく、「楽しかった思い出」と
いうテーマを投げかけたとしても、現在の生
活や仕事に震災がもたらしている影響、或は
災害体験が日頃出会う患者や家族にもたら
している影響を確認するような場面がテー
マとして取り上げられていた。参加者にとっ
て深い情緒的体験を提供する機会となり、支
援者は同時に被災者であることもあり、支援
活動を継続する上でも、辛い体験を受け止め、
自らを癒す経験が支援者としても必要であ
ることが示された。 
 
(6)海外研究者・支援団体との研究交流   
(中国・フィリピン・デンマーク・オーストラリア) 
 海外でも自然災害被害に対して異なる文
化の中でそれぞれの国情に従った支援活動
が展開されている。本研究としては、中国の
専門家と事例検討会、学会で研究交流、2013
年の台風 30 号被害に対するフィリピン赤十
字の支援活動を調査、また、国際赤十字連盟
の心理社会的支援センター所長、メルボルン
サイコドラマ研究所長を招聘し、岩手県、宮

城県、福島県などで東日本大震災での日赤の
支援活動の視察及び支援者支援活動を行っ
た。中国の復興支援の迅速さと徹底、継続、
フィリピンの市民の赤十字への信頼と尊敬、
ボランティアの活用が認められ、日本ではノ
ルディック・ウォーキングを取り入れた仮設
住宅生活支援が国際的にも特徴的で、外国人
による直接的な支援活動も十分なコーディ
ネイトの下で有効であることが確認された。   
(7)まとめ 
 東日本大地震では、こころのケア活動とし
て日赤や他団体が支援を行ったが、概念と活
動の共通理解が不十分で、支援者間そして被
災者にも混乱を来す現状が認められた。ここ
ろのケア教育を受けて被災地に派遣された
日赤要員は、こころのケア活動に効果を感じ
ていたが、支援方法が限られており、多様な
支援法をさらに普及させる必要がある。 
 大規模災害では、被災地の支援者への支援
が重要である。多くの関係者と組織が関わる
ことで組織ストレスも生じるので、円滑な支
援のためにコーディネイターの育成が求め
られる。大規模災害では日赤も他機関との連
携が充実した支援には必要となるので、日赤
の多様な人材の活用と、他機関との連携を含
む教育訓練体制が求められる。 
 中長期的支援、特に原発事故による被災者
への継続的支援は今後の課題である。 
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